
 

第 25 回横浜環境活動賞 受賞者概要 

 （敬称略・五十音順） 

市民の部 （６団体） 

受賞内容 受 賞 者 名 活動地域 活 動 概 要 

大賞 横浜市地球温暖化対策推進協議会 市内全域 

市民、事業者、大学、行政により構成される
組織。温室効果ガス削減目標の達成等に向
け、イベントや学習会、二酸化炭素削減のた
めのキャンペーン等を自治体や市民団体、市
内大学等、多様な団体と連携して行ってお
り、市民、地域への波及効果を高めて効果的
な普及活動を実践している。 

実践賞 熊野の森もろおかスタイル 港北区 

地域の中の耕作放棄地を地域の人たちと一
緒に耕して畑を作り、そこで野菜の栽培や、エ
コストーブやソーラークッカーを使った食事会
等、様々なイベントを実施している。農業、省
エネ等のテーマと映画上映、寄席等、誰もが
参加しやすいプログラムを組み合わせ、活動
を通じて地域のコミュニティ作りを進めている。 

実践賞 
笹下川再生プロジェクト 

生物多様性特別賞 同時受賞 
港南区 

笹下川の清掃や川沿いの花壇の整備、講座
「川の学校」を開催するなど、川に親しむ活動
を行っているほか、水質検査や生き物調査等
も実施し、実体験を通して自然への関心を高
め、生き物のつながりを学べる仕組みを作って
いる。活動には、子どもからシニア世代までの
幅広い層が参加し、活動を通して地域の中の
異世代交流がなされている。 

実践賞 南中あじさい咲かせ隊 南区 

中学校の園芸部の生徒と中学校を学区とす
る 4 連合自治会の地域の住民が協力し、紫
陽花の育成・増殖を行っている。中学校内に
加え、周辺の沿道、近隣の家庭・民有地にお
いても植栽を進める等、活動を拡大し、地域
全体での緑化活動に向け取り組んでいる。 

実践賞 
横浜海の公園 

ライフセービングクラブ 
金沢区 

30 年に及ぶ海の公園の監視所活動を行う
中、利用者や近隣住民を巻き込んでビーチク
リーンを通じた環境保全活動を行っている。ま
た、海との関わり方や海ゴミから知る海の現状
など、近隣の学校と連携した環境教育の実施
や、アマモの異常繁茂への調査協力等も行っ
ている。 

実践賞 
緑園地区活性化委員会  

緑園子ども見守りプロジェクト 

泉区、 

戸塚区 

地域の課題解決を地域で取り組むことを目的
に連合自治会等で構成された組織。小学生
に花を育ててもらい、希望された家々に配るこ
とで、花の世話をしながら、児童の登下校時に
事故や災害から見守ってもらう取組を行って
いる。児童が花苗を育てる過程を作り、花に
親しみ、育てる機会を提供している。 

 

 

 

 

 

 

資料 

（裏面あり） 

 



 

企業の部 （２社） 

受賞内容 受 賞 者 名 所 在 区 取 組 概 要 

大賞 株式会社ファンケル 中区 

生態系に配慮した原料調達、工場での太陽光
発電システム導入や、生産工程で発生する廃
棄物削減の取組等に加え、食品損失削減の取
組として、精米で捨てられているヌカや胚芽を食
べやすくした発芽米の開発のほか、無期限返品
保証制度等を実施し、顧客の買い過ぎによる損
失を減らしている。また、従業員が家族ぐるみで
省エネに取り組めるプログラムを実施している。 

実践賞 株式会社アペックス 京浜東海支社 都筑区 

環境に配慮した独自の自動販売機の開発を行
っている。また、業界で初めて間伐材を含む国
産材 100％紙カップの使用を開始した。間伐材
マークやデザインにより、啓発活動にも務めてい
る。小学生を対象に環境・防災の出前授業など
も実施している。 

 

 

児童・生徒・学生の部 （２団体） 

受賞内容 受 賞 者 名 所 在 区 活 動 概 要 

大賞 横浜市立三保小学校  緑区 

多くの人々に地域の自然の素晴らしさを伝えた
いという思いから、児童の発案により、継続的に
地域の様々な生物や、里山の景観の写真を自
分たちで撮り、地区センターや区役所、駅等
様々な場所で写真展を開催している。活動の中
で地域や関わった人の魅力を再確認するととも
に、この場所が自分たちにとって「ふるさと」であ
るという気づきにつながっている。 

実践賞 
明治学院大学横浜キャンパス 

ヤギ除草システムプロジェクト 
戸塚区 

学生が主体となり、キャンパス内の雑草を除草
機や除草剤を使わずに、ヤギに食べさせること
によって除草するプロジェクト活動を行っている。
ポスター、動画、SNS 等各種ツールを利用し、
学内外への広報活動にも積極的に取り組んで
いる。 

 

 

 




